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はじめに 

我が国が人口減少社会を迎えた中、新たな地域のあり方が様々議論されてい

る。私自身も国土交通省「国土審議会推進部会 地域生活圏専門委員会」の委員長

として、これからの国土のあり方に大きく影響を及ぼす人口や産業の配置を踏ま

え、均衡ある発展に貢献することを目指した「地域生活圏」について検討を行って

きた。『生活に身近なコミュニティを基礎的な単位としつつ、市町村の区分にとら

われず、官民のパートナーシップにより、暮らしに必要なサービスが持続的に提供

される地域生活圏を形成』することが大変重要と認識している。 

日本の将来人口推計をみると、人口規模の小さい自治体ほど急な人口減少に直

面しており、今後は小規模自治体の人口減少リスクがより顕在化すると思われる。   

これに歯止めをかけ、小さなコミュニティ同士が連携し、如何に持続可能な地域

生活圏を形成していくかが日本にとって急務な課題となっている。 

このような課題認識のもと、令和７年 8 月末～９月初めに JAPIC「国土創生プ

ロジェクト委員会」メンバーの有志で、イタリア北部における持続可能な地域再生

プロジェクトを視察した。 

今回視察したイタリアは、1970 年代以降、都市と農村を 1 つの共通のテリトー

リオ（領域）ととらえ、社会経済的・文化的アイデンティを価値化し、持続可能な地域

経済圏の形成に取り組む「テリトーリオ戦略」を推進している。 

実際に現地を訪れてみると、イタリアの農村部が独自の魅力と活力を有し、地域

に根差した生業を支えられるように制度がうまく設計されているということを実

感した。また、短期的な KPI の設定ではなく、中長期的な視点で地域のアイデンテ

ィティとなるものを価値化していることや、日本では縦割りになりがちな農業、観

光、都市計画などがうまく連携しているとも感じた次第である。 

こうした地域の豊富で具体的な事例をもとに、視察メンバーが目に触れたり、肌

で感じたりした内容や得られた知見をまとめたのがこの報告書である。今後は、今

回の視察報告をきっかけに、日本の地域生活圏の形成に役立つ具体的で実現可能

な提言を取りまとめたいと考えている。是非ともご一読いただき、ご一緒に考えて

いただければ幸いである。 

日本プロジェクト産業協議会（JAPIC） 

国土創生プロジェクト委員会 委員長 

石田 東生 
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様々な交通網を連結する 
バス・電車・メトロ・登山電車ほか

GoGoGE 
世界最大規模の
MaaS＋先進的チケッティング

28



触らない改札/乗車と都市内サービス統合（公共交通＋シェア等）

複数の交通モードと
複数の支払い方法
高度な経路検索・
利用者体験

360Pass アプリ
iOS / Android

Bluetooth センサー数
（都市全体に設置）

→ハンズフリー型スマート
チケッティングを実現

自治体および AMT 交通事業者は、渋滞コストへの
対応、排出量削減、運行コスト最適化のため、公共
交通へのモーダルシフトを促進したい

自治体としての課題 360Pass スマートチケッティング

＊日立製作所からの資料に基づき改変

アプリにより、都市全体の公共交通を
統合（マルチモーダル経路検索、リア
ルタイム情報、改札なし・ハンズフ
リー利用）

利用者情報はアプリを通じてリアルタ
イムにパーソナライズされ、運賃は自
動計算

360Pass アプリは、AMT によるホワイ
トラベルブランド

対応する交通モード：
市内バス 663台・バス停 2,500か所・
地下鉄（年間利用者1,500万人）
50kmの地域バス路線 × 2・12基のケーブル
カー・公共エレベータ・丘陵地の歴史的鉄道

市営駐車場・EV（e-car）シェア・モビ
リティシェアにも利用可能

公共エレベータ 
高低差のある都市生活の実現のために

29



触らない改札/乗車と都市内サービス統合（公共交通＋シェア等）

アプリによりEVカー
シェア、モビリティシェ
アリング、駐車場予約・
決済まで一体的に可能

＊日立製作所からの資料に基づき改変

触らない改札/乗車と都市内サービス統合（公共交通＋シェア等）

すべての交通手段をリアルタイ
ムに反映し、最適な経路を特定

バスが停留所を通過したこと、次
の停留所がどこかをアプリが把握

代替となるシェア車両等の空き
状況や位置情報も表示

地下鉄、ケーブルカー、バスを
すべて含めて利用可能

すべての移動について、最も安い運
賃が自動的に適用・請求される

アプリで移動計画を立てる 紙の乗車券やタッチ操作なし
で、ハンズフリーに移動

システムは、乗客がバスを降車
したことを自動的に認識

次に利用する公共交通手段への
案内をアプリが表示

＊日立製作所からの資料に基づき改変
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Check-in/Check-Out Be-in/Be-Out

　　定　義
日本型（改札・ICカード文化）

タッチ＝意思表明（乗る・払うを同時に行う）
高精度・高回転（世界最高水準）

GoGoGE型（信用乗車（改札なし）文化）
「乗る」という行為を、都市が自動検知
利用者はアプリONのまま乗るだけ

　　特　性　
観光客・高齢者・障害者には操作負荷

MaaS連携は「事前購入・個別連携」に留まりがち

混雑環境での誤検知・取りこぼし
位置・行動データの取得に対する社会的受容
既存運賃制度や改札文化、不正防止との適合

　　関連事業 世界中で一般的な取り組み
Eezy.NRW（ドイツNRW州）：アプリ内のでのBe-Out

FAIRTIQ（スイス）：Check-in/Be-out型
ローカル都市（Osnabrück等）での実証取り組み

　　比較検証

①運賃は人でなくカード/端末に紐づく
改札乗車（＝事前認証・物理ゲート型乗車）

②ユーザー層を限定しない方式
プライバシー・同意設計が厳格

①改札の無い／弱い領域から
地方バス・BRT・オンデマンド交通・観光目的
大学キャンパス／病院／スマートシティ実証

②ユーザー層を限定
観光客（操作レス）・高齢者・障害者（非タッチ）

子ども・学生（行動連動割引）

改札文化の変革に向けて

触らない改札/乗車と都市内サービス統合（公共交通＋シェア等）

＊日立製作所からの資料に基づき改変
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BIBO (Be-in/Be-out) テクノロジー

バスＣに乗車していない
バス停Ｂに到着 
バス停Ｂから離れる

バスＣ

バス停Ｂ

バス停Ａ

バスに乗車していない 
バス停Ａにいる

バスＣに乗車 
バス停にいない

• 定期や電子パスをかざしたりしない技術 
• 位置でなく場所情報の利用 
• 決済システムとの連携が可能 
• 高齢者・障害者・子育て世代に有用

位置情報でなく場所情報の利用によるプライバシー保護・社会受容性への技術に向けて

NFC e-Ticketing Technology 
スマートフォンで乗車することは未来なのか？

32



GoGoGE 
世界最大規模の
MaaS＋先進的チケッティング

障害を持つ方々の移動を支援する 
筑波大学附属病院区域で実証実験（2025.1）

健康・スポーツ
科学センター

33
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1. Introduzione
2. Paesaggio Rurale
   2.1 Piano Paesaggistico Regionale
     2.2 
       2.3 

- - - - - –
- - -

-
3 Tipologie Edilizie

3.1 3.2 3.3 
3.4 L C 3.5 3.6 

3.7 3.8 3.9 3.10 
3.11 

4 Elementi Costruttivi
4.1 4.2 4.3 
4.4 4.5 4.6 

5
5.1 
5.2 

6 Esempi di Intervento
-

7
- -

8
        - GAL Leader / PSR

Guida al recupero dell'architettura tradizionale e del paesaggio rurale 2014 2020
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（株）オリエンタルコンサルタンツ
事業推進本部スマートモビリティ推進室 /室長

竹平 誠治

パシフィックコンサルタンツ（株）
社会イノベーション事業本部 交通政策部　交通計画推進室
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